
 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

  

   

 

  

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

    

    

   

 

    

 

◆定例会は 12/18に閉会し、

市長提出議案は、すべて可決

されました。 

◆屋外広告物条例が可決さ

れました。 

◆南芦屋浜の土地を取得し、

認定こども園と交流施設建

設を予定。 

◆福井みな子の一般質問で

は｢活力ある組織づくりと人

材育成（市の職員研修など）｣

と「災害への備え」について

取り上げました。（裏面参照） 
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福井みな子の市政報告 
芦屋市議会議員  

福井みな子 
屋 外 広 告 物 条 例 が 可 決  

～景観を守るため看板を規制～ 
～昨年度の｢決算｣から今後の財政状況を考える～ 

12月議会トピック 

南芦屋浜の土地を約 20億円で取得 
～認定子ども園と交流施設建設を計画～  

芦屋市に「ふるさと寄付」さ
れた方に、記念品（芦屋市の
菓子などの特産品）の贈呈を
開始しました。詳しくは市の
ホームページに。 

当初は小学校建設用地として取得する予定であったが白紙撤回

（平成 27年 3月）となった涼風町の県有地を、この度、別の用途

のために取得する補正予算が提出され、可決されました。市は、

この土地に認定こども園、少年サッカー・テニスコートなどの健

康増進施設や、防災機能を持つ集会所の建設を計画しています。

平成 28年 3月に土地を取得、平成 29年 3月まで現在の事業者によ

る運営を継続し、その間に具体的な整備計画を策定するとのこと

ですが、行政は地域住民の声に耳を傾け、市民全体の財産として

望まれる施設整備を進めていくべきであると考えます。 

浜風幼稚園跡の認定こど
も園運営事業者が「社会
福祉法人 夢工房」に決定
しました。 

皆さんの声により実現しました！ 

六麓荘町道路改善 
～「日の出坂」安全確保～ 

 

 

お 知 ら せ 

 現在、東芦屋町にある認可保
育所「蓮美幼児学園 芦屋川
ナーサリー」が平成 28年 2月

1 日より月若
町 71-2 に移転
します。 
なお、定員は
現在の 30名か
ら 65名になり 
ます。 

 

ゴミの収集 
 

ゴミ回収カレンダーによると、木
曜日地域と金曜日地域は、12 月
のビン収集日と次のビン収集日
の間が 1 カ月以上も空き、 
不便であるとのお声が届 
きましたので、年末に特 
別収集を行う事により地 
域差を解消しました。 

 

岩園緑地山側、日の出坂の交差点では、

度々車同士の接触事

故が発生しています。

この度、住民のお声を

受け、新たに路面表示

が施され、安全の確保

が図られました。 

景観を守るため屋上広告や建物壁面の突き出し看板を規制

する「屋外広告物条例」が可決・成立しました。 

屋外広告の色彩や大きさについて、全国でも有数の厳しい規

制となります。この規制により、現在市内に存在する屋外広告

物の約4割が抵触する可能性があります。経過措置は最長 10年

で、違反の場合には罰金が課せられます。委員会では「市民へ

の周知が不充分」「表現の自由に規制をかける」等の意見が出

されましたが、定例会最終日に施行時期を平成 28年 4月 1日か

ら 7月 1日へ変更する修正案が提出され、可決されました。 

芦屋の上質な街並みを守るためには、無電柱化や看板規制を進

めるべきでしょう。今後は行政と議会、そして市民の間の確実な

合意の上で、一体となり取り組んで行く事が重要になります。 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

質問① 研修は職場で活かされているのか？効果や評価はどのよ

うに情報公開されているのか？ 

(回答) 階層別研修など、長期的な視点に立って職員の資

質向上を目指す研修については、直ちに職場での成果に

結びつくものとは考えていないが、実務的な研修は職員

の復命からも職場で十分いかされていると認識してい

る。研修実績は今後、ホームページに公開していく。 
 

質問② 職員の能力開発と人材育成、採用についての考えを問う。 

(回答) 各職場での人材育成の取組を支援していくた

め、人材推進員の配置やメンター制度の導入を検討し

ている。職員の採用については、本市に貢献したい人

材を幅広く採用するため平成25年度から二次にわたる

面接試験による人物重視の採用試験を実施しており、

今後は意欲と情熱を持った人材確保に努める。 

    ※メンター制度とは：配属部署に、上司とは別に指導・相

談役となる先輩職員を置き、新入職員をサポートする

制度のこと。 

 

福井みな子プロフィール 
1962年生まれ。茨城キリスト教短大卒業。東京海上火災保険株式会社
本店、日本航空株式会社、外資系航空会社、㈱ＪＡＬエクスプレス勤
務。ホスピタリティツーリズム専門学校大阪講師を経て、平成 23年
芦屋市議会議員初当選。平成 25年度建設公営企業常任委員長、平成
27年度総務常任委員長、自由民主党芦屋支部 常任顧問。 
。 

 あしや真政会所属 福井みな子  

市政報告 No.19 平成 28年 1月発行  
〈連絡先〉芦屋市浜町 14-6-303  TEL＆FAX：34-0240 
http://www.fukui-minako.com  E-MAIL：fukui.minako＠gmail.com 

 編 集 後 記 

2016 年は「丙申」の年です。「申」という
字は去ると読み、災難や問題が去って行く年 

ともいわれます。新たな年が幸福 
に満ちた一年になりますようご祈 
念申し上げます。 
       

 

活力ある組織づくりと人材育成 
～市の職員研修の実態は？～ 

質問 災害時の迅速な生活対応に備えて避難所となる

学校や公共施設に備蓄でき、復旧が早いLPガス

を日常的に備えられる施設作りが必要と考える

が市の見解を問う。 

  (回答) 避難所で特に配慮を要する方への温

かい食事や乳児のミルク等の対応について

は、防災倉庫に常備している炊き出し用の釜

で対応できると考えており、LP ガス設備を

備えた施設整備は考えていない。 

 

福 井 み な 子 の 一 般 質 問 

 
 

平成 26年春に閣議決定した第四次エネルギー基本計

画には、防災力強化の一策として「LP ガスの燃料備

蓄と準備を検討すること」とあります。 

「環境に優しく災害に強い」と東日本大震災 

時に高い評価を得たLPガスを、中学校建替え 

時の施設作りに採用することを要望します。 

 

地域主権が加速する中、少子高齢化

問題や人口減少問題等、社会をとり

まく課題は一層複雑化、多様化して

います。それらの問題を克服し、市

民満足度の高い行政サービスを提供

していくためにも、職員のスキルア

ップに取り組まなければなりませ

ん。組織づくりは人づくりでもあり

ます。「芦屋市人材育成基本方針」に

は、市の求める職員像として「芦屋

のため市民のために自ら考え行動す

る職員」を目指すと掲げられていま

す。その目標に従い、任された仕事

について自分の意見をしっかり持

ち、それを表現し、前向きに挑戦す

る職員が多く出てきてほしいと願

います。 

私 の 考 え 

芦屋市東館新庁舎が 11 月に完成  
 

私 の 考 え 

災 害 へ の 備 え ～災害に強い LP ガスの導入を要望～  

 

消防署の北側に、災害時に防災拠点となる危
機管理機能を備えた東館が完成しました。関
係部署相互の連携がとりやすいように工夫
されており、新たな防災拠点 
として期待されています。 

あしや真政会 

福井 みな子（自民党） 

http://www.fukui-minako.com/

